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「
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
っ
て
、
悪
い
こ
と
で
す

か
？
」

そ
う
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
状

況
が
続
い
て
い
る
。
妊
娠
解
雇
、

職
場
流
産
、
育
児
休
業
切
り
…
。

一
方
で
、
忙
し
す
ぎ
て
出
会
い
が

な
い
、
雇
用
不
安
か
ら
結
婚
や
出

産
に
踏
み
切
れ
ず
、
家
族
形
成
と

い
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
ら

れ
な
い
な
ど
、
働
く
女
性
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

１
９
８
６
年
に
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
と
労
働
者
派
遣
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
４
半
世
紀
。

女
性
の
就
労
者
数
は
、
86
年
の

１
５
５
６
万
人
か
ら
２
０
１
０
年

に
は
２
３
５
１
万
人
と
増
え
、
そ

の
職
種
も
広
が
っ
た
が
、
非
正
社

員
比
率
は
全
体
で
32
・
２
％
か
ら

53
・
８
％
と
上
昇
し
た
（
総
務
省

「
労
働
力
調
査
」）。
一
般
企
業
の

な
か
で
は
、
派
遣
社
員
や
パ
ー
ト

社
員
な
ど
の
非
正
規
労
働
が
増
え

続
け
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い

る
。こ

の
２
つ
の
法
律
が
施
行
さ
れ

た
前
年
に
は
プ
ラ
ザ
合
意
が
な
さ

れ
、
為
替
が
輸
出
メ
ー
カ
に
不
利

な
状
況
と
な
り
、
円
高
不
況
と

な
っ
た
。
時
を
経
た
２
０
１
１
年

度
の
円
高
に
よ
る
企
業
業
績
の
低

迷
と
非
正
社
員
の
増
加
ぶ
り
、
労

働
者
派
遣
法
改
正
案
の
混
迷
が
重

な
る
。

非
正
社
員
の
増
加
は
若
年
層
の

働
く
意
欲
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
を
奪
う
こ
と
と
な
り
、
少
子
高

齢
化
が
加
速
し
て
、
結
果
的
に
経

済
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ

て
い
る
。

こ
の
状
況
を
立
て
直
す
に
は
、

女
性
の
雇
用
環
境
の
改
善
を
図
る

こ
と
が
必
要
だ
。
25
〜
34
歳
の
女

性
の
非
正
社
員
比
率
を
見
る
と
、

こ
の
10
年
で
約
３
割
か
ら
約
４
割

へ
と
大
き
く
上
昇
。〝
職
場
流
産
〞

が
多
発
す
る
な
か
、「
母
性
保
護
」

に
つ
い
て
改
め
て
着
目
す
る
必
要

が
あ
る
。

特
に
、
医
療
福
祉
分
野
で
働
く

６
１
７
万
人
の
う
ち
約
８
割
を
女

性
が
占
め
る
。
社
会
保
障
を
担
う

労
働
が
危
機
に
瀕
し
て
は
、
国
の

基
盤
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
政
府
は

「
成
長
分
野
だ
か
ら
」
と
規
制
緩

和
な
ど
を
進
め
よ
う
と
す
る
が
、

国
民
の
生
活
に
と
っ
て
必
要
だ
か

ら
、
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

職
場
に
は
、
生
き
る
た
め
の
労

働
と
い
う
意
味
の
「
生
」
と
、
働

き
な
が
ら
妊
娠
し
次
世
代
を
産
み

育
て
る
「
生
」
と
い
う
２
つ
の

「
い
の
ち
」
が
あ
る
。「
女
性
の
権

利
」
を
求
め
た
た
た
か
い
の
歴
史

は
長
い
が
、
若
年
層
に
お
い
て

は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
男
性
も

ま
た
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。
そ
れ

は
同
時
に
次
世
代
に
も
連
鎖
し
て

い
く
。
私
た
ち
は
改
め
て
「
子
ど

も
が
で
き
る
こ
と
を
喜
び
合
え
る

社
会
」
を
目
指
し
、
働
き
方
を
見

直
す
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

労
働
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　

小
林 

美
希

次世代のため働き方、社会のありかた見直すとき
最終回

50年のあゆみ
写真でみる

②

憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、
平
和
を
守
る　
（
上)

憲
法
調
査
会
が
つ
く
ら
れ
改
悪
準
備
が
進
む
中
で
、
１
９
６
４
年
「
改
憲

阻
止
」
日
本
縦
断
大
行
動
が
組
ま
れ
、
日
本
婦
人
会
議
も
北
海
道
、
沖
縄
、

福
井
か
ら
の
３
コ
ー
ス
を
、
旗
と
た
す
き
と
ノ
ー
ト
を
リ
レ
ー
し
て
１
カ
月

半
、
東
京
の
10
万
人
集
会
へ
と
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
福
井
で
は
、
手
づ
く
り
人

形
で
資
金
作
り
を
し
ま
し
た
。

1967年清水澄子が事務局長になりました。「富士をベトナムにつなぐな」と米軍の北富士演習場に座り込
む忍草母の会とともに「富士を平和の山に婦人連絡会」を結成しました。その後、忍草母の会と成田新国際
空港設置に反対する三里塚婦人行動隊とをつなぎ、「土地は千年、金はいっとき」と激励集会ももちました。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
化
す
る
な
か

で
、
日
本
本
土
は
米
軍
の
補
給
基
地
と

な
り
、
沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
は
前
線
基

地
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
婦
人
会
議

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
絵
は
が
き
運
動
、
沖

縄
返
還
を
訴
え
る
「
沖
縄
の
日
」
戸
別

訪
問
な
ど
、
女
性
の
創
意
を
い
か
し
た

独
自
行
動
を
行
い
ま
し
た
。


